
第 388 回 企業会計基準委員会 
資料番号 審議事項(4)-4 

日付 2018 年 7 月 6 日 

プロジェクト 金融商品 

項目 第 387 回企業会計基準委員会で聞かれた意見 

1 

本資料の目的 

1. 本資料は、第 387 回企業会計基準委員会（2018 年 6 月 21 日開催）において審議し

た項目について、聞かれた主な意見をまとめたものである。

「金融商品に関する会計基準の改正についての意見の募集」の文案

の検討 

全般 

2. 会計基準の知識がある人には理解可能であると考えるが、会計基準そのものではな

く、企業のアウトプットとしての財務諸表を利用している人の意見を適切に聴取で

きるように、説明の機会を設けることが必要と考えられる。また、国内外の企業間

の財務諸表の比較可能性という観点から、海外の投資家の日本基準に対する意見等

を聴取することも考えられるのではないか。

質問項目 

3. 質問 2において、高品質なものとすることにつながり得ることや比較可能性の向上

に関する有意な回答を得られるような工夫が必要と考える。また国際的な会計基準

の一部を導入する場合の影響についての意見についても聞くべきではないか。

4. 質問 3において、検討すべき金融商品の種類の範囲について問いかけることも考え

られるのではないか。例えば、欧米と日本で株式投資に対する考え方は異なってい

る可能性があり、日本基準として株式投資に関する検討を範囲に含めるか否かとい

うことは論点になると考える。

以 上 


